
刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

は

じ

め

に

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

一
．
は
じ
め
に

二
．
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
取
組
み

三
．
未
決
拘
禁
者
に
関
す
る
我
が
国
の
最
高
裁
判
決

四
．
刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙
の
可
否

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙
の
可
否
に
つ
い
て
、
監
獄
法
（
明
治
四
一
年
法
律
二
八
号
）

施
行
規
則
（
明
治
四
一
年
司
法
省
令
一
八
号
）
が
、
「
在
監
者
ニ
ハ
酒
類
又
ハ
煙
草
ヲ
用
ウ
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
」
（
同
規
則
九
六
条
）
と
し

て
、
喫
煙
を
禁
止
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
平
成
一
七
年
（
二

0
0
五
年
）
に
成
立
し
、
平
成
一
八
年
（
二

0
0
六
年
）
か
ら
施
行
さ

(
2
)

（

3
)
 

れ
た
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
七
年
法
律
五

0
号
）
は
、
喫
煙
を
明
文
で
禁
止
し
て
い
な
い
。
す
な

わ
ち
、
「
受
刑
者
に
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
、
…
…
嗜
好
品
（
酒
類
を

永

田
九
五

は
何
ら
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
監
獄
法

（
八
二
九
）

憲

史



置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て

（
八
三

0
)

除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
同
法
一
七
条
二
項
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
刑
事
施
設
の
長
は
、
受

刑
者
が
、
次
に
掲
げ
る
物
品
（
次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
物
品
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
自
弁
の
も
の
を
使
用
し
、
又
は
摂
取
し
た
い

旨
の
申
出
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
処
遇
上
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
許
す
こ

と
が
で
き
る
」
（
同
法
一
八
条
柱
書
）
と
し
、
「
嗜
好
品
」
（
同
法
一
八
条
四
号
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
第
十
七
条
…
…
の
規

定
に
よ
り
…
…
支
給
す
る
物
品
は
、
受
刑
者
の
健
康
を
保
持
す
る
に
足
り
、
か
つ
、
国
民
生
活
の
実
情
等
を
勘
案
し
、
受
刑
者
と
し
て
地

位
に
照
ら
し
て
、
適
正
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同
法
二

0
条）

容
認
は
、
昭
和
ニ
―
年
(
-
九
四
六
年
）
の
財
団
法
人
刑
務
協
会
の
「
監
獄
法
改
正
に
関
す
る
建
議
要
綱
」
に
そ
の
源
流
を
見
る
こ
と
が

(

4

)

(

5

)

 

で
き
、
廃
案
と
な
っ
た
刑
事
施
設
法
案
―
二
条
三
項
に
お
い
て
も
意
図
さ
れ
て
い
た
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
近
時
、
健
康
増
進
法
（
平
成
―
四
年
法
律
一

0
三
号
）
が
制
定
さ
れ
、
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
取
組
み
が

法
律
に
お
い
て
も
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
国
民
の
健
康
の
増
進
の
総
合
的
な
推
進
に
関
し
基
本
的
な
事
項
を
定
め

る
と
と
も
に
、
国
民
の
栄
養
の
改
善
そ
の
他
の
国
民
の
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
国
民
保
健
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
」
と
し

と
し
て
い
る
。
刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙
の

（
同
法
一
条
）
、
た
ば
こ
に
関
し
て
、
「
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
劇
場
、
観
覧
場
、
集
会
場
、
展
示
場
、
百
貨
店
、
事

務
所
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
そ
の
他
の
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動
喫

煙
（
室
内
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措

関
法
第
五
六
巻
四
号

（
同
法
一
―
五
条
）
、
受
動
喫
煙
防
止
の
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
か

ね
て
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
国
際
的
な
取
組
み
は
、
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠
組
条
約
（
た
ば

(
6
)
 

こ
規
制
枠
組
条
約
）
（
平
成
一
六
年
条
約
一
七
号
）
と
し
て
結
実
し
、
我
が
国
も
こ
れ
を
承
認
し
て
い
る
。 九

六



刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
は
、
被
収
容
者
の
人
権
保
障
の
向
上
な
ど
の
点
で
一
定
の
評
価
が
な
さ
れ

る
一
方
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
実
務
に
お
い
て
も
、
受
刑
者
に
対
す
る
処
遇
の
改
善
が
模
索
さ
れ

(
8
)
 

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
法
律
全
体
の
理
念
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
も
要
請
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ

こ
で
、
刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙
の
可
否
に
つ
い
て
、
た
ば
こ
対
策
先
進
国
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
取
組
み
や
未
決
拘

禁
者
の
喫
煙
の
可
否
に
つ
い
て
の
我
が
国
の
最
高
裁
判
決
を
紹
介
し
た
上
で
、
近
時
の
た
ば
こ
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
念
頭
に
置
き

(
1
)

成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
い
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
北
村
篤
「
監
獄
法
改
正
I

刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
成

立
|
|
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
八
巻
八
号
（
二

0
0
五
）
四
頁
以
下
、
同
「
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
成
立
」
ジ
ュ
リ
ス

ト
―
二
九
八
号
（
二
0
0

五
）
六
頁
以
下
、
同
「
監
獄
法
改
正
ー
~
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
成
立
ー
」
刑
事
法

ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
号
（
二

0
0
五
）
九
八
頁
以
下
、
神
洋
明
「
受
刑
者
処
遇
法
と
日
弁
連
」
自
由
と
正
義
五
六
巻
九
号
（
二

0
0
五
）
一
―
頁
以
下
。

(
2
)

概
要
に
つ
い
て
詳
し
い
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
名
取
俊
也
ほ
か
「
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
概
要
」
法
律
の
ひ
ろ

ば
五
八
巻
八
号
（
二

0
0
五
）
九
頁
以
下
、
同
「
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
概
要
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
―
二
九
八
号
（
二

O

0
五
）
一
―
頁
以
下
、
同
「
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
概
要
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
号
（
二

0
0
五
）
一

0
二
頁
以

下
、
林
慎
琴
「
刑
事
施
設
受
刑
者
処
遇
法
の
解
説
」
自
由
と
正
義
五
六
巻
九
号
（
二

0
0
五
）
三
二
頁
以
下
、
富
山
聡
「
新
法
の
概
要
等
に
つ
い

て
」
刑
政
一
―
六
巻
八
号
（
二

0
0
五
）
三
八
頁
以
下
。

(
3
)

も
っ
と
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
被
収
容
者
の
喫
煙
を
す
ぐ
さ
ま
認
め
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
富
山
聡
「
物
品
の
貸
与
等

及
び
自
弁
並
び
に
金
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
刑
政
―
―
六
巻
一

0
号
（
二

0
0
五
）
一
三
二
頁
以
下
、
一
三
三
ー
一
三
四
頁
参
照
。

(
4
)

中
山
研
一
「
監
獄
法
改
正
の
経
過
と
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
七
号
(
-
九
七
二
）
ニ
―
頁
以
下
、
ニ
ニ
頁
参
照
。

(
5
)
鴨
下
守
孝
『
改
訂
•
増
補
新
行
刑
法
要
論
』
（
東
京
法
令
出
版
、
二
0
0
二
）
二
九
三
頁
、
菊
田
幸
一
『
受
刑
者
の
法
的
地
位
』
（
三
省
堂
、

二
0
0
 
1

)

一
四
九
頁
。

(
6
)

一
連
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
少
年
院
に
お
け
る
禁
煙
指
導
」
関
大
法
学
論
集
五
六
巻
一
号
（
二

0
0
六）

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

な
が
ら
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

九
七

一
五
二
頁
以
下
、

（
八
三
一
）

一
五
五
ー



一
五
七
頁
参
照
。

(
7
)

例
え
ば
、
藤
本
哲
也
「
我
が
国
の
矯
正
処
遇
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
八
巻
八
号
（
二

0
0
五
）
三
九
頁
以
下
、
川
出
敏
裕

「
監
獄
法
改
正
の
意
義
と
今
後
の
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
―
二
九
八
号
（
二

0
0
五
）
二
五
頁
以
下
、
土
井
政
和
「
受
刑
者
処
遇
法
に
み
る
行
刑
改

革
の
到
達
点
と
課
題
」
自
由
と
正
義
五
六
巻
九
号
（
二

0
0
五
）
ニ
ニ
頁
以
下
。

(
8
)

例
え
ば
、
名
執
雅
子
「
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
に
お
け
る
改
善
指
導
等
の
充
実
に
つ
い
て
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
八
巻

八
号
（
二

0
0
五
）
二
四
頁
以
下
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、

場
や
一
定
の
閉
鎖
的
な
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
喫
煙
し
な
い
又
は
喫
煙
し
た
く
な
い
者
の
健
康
へ
の
他
者
の
喫
煙
に
よ
る
有
害
な
影
響
を
防
止

し
、
⑯
他
者
が
喫
煙
す
る
様
子
を
学
校
な
ど
に
通
う
青
少
年

(
y
o
u
n
g
)

が
見
る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
防
止
し
、
い
学
校
な
ど
に
通
う

(10)

（

11) 

青
少
年
の
健
康
へ
の
他
者
の
喫
煙
に
よ
る
有
害
な
影
響
を
防
止
す
る
た
め
に
、
公
共
の
場
所
で
の
喫
煙
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
、
雇
用
者
は
、
法
律
上
の
要
件
を
満
た
す
専
用
の
喫
煙
室
以
外
の
職
場
内
で
何
人
も
喫
煙
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど

(12) 

の
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
で
実
用
的
な
方
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
規
制
に
違
反
し
て
い
る
と
信
じ
る
に
足
る
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
、
何
人
も
雇
用
者
又
は
保
健
省

(Ministry
of 

(13) 

H
e
a
l
t
h
)

長
官

(Director
-G
e
n
e
r
a
l
)

に
不
服
申
立
て
が
で
き
る
。
雇
用
者
は
、
不
服
申
立
て
の
受
領
後
二
〇
営
業
日
以
内
に
不
服
申

(14) 

立
て
の
指
摘
す
る
事
項
を
調
究
し
、
違
反
が
生
じ
て
い
る
と
分
か
れ
ば
、
こ
れ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
雇
用
者
が

(15) 

違
反
を
し
て
い
る
場
合
、
不
服
申
立
て
の
原
因
を
取
り
除
く
か
、
再
発
防
止
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
被
用
者
が
違
反

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
取
組
み

関
法
第
五
六
巻
四
号

九
八

（
八
三
一
―
)

(
9
)
 

一
九
九

0
年
煙
害
解
放
環
境
法

(
S
m
o
k
e
,
 
free E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1
9
9
0
)
 

に
よ
り
、
い
職



こ
と
は
で
き
な
い
。

(16) 

を
し
て
い
る
場
合
、
雇
用
者
は
再
発
防
止
の
確
約
を
被
用
者
か
ら
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
保
健
省
長
官
に
不
服
申
立
て
が
な

(17)

（

18) 

さ
れ
た
場
合
、
保
健
省
長
官
は
、
執
行
官

(
e
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
officer)

に
調
査
及
び
事
件
の
解
決
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
執
行
官

(19) 

は
、
立
入
り
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
カ
メ
ラ
又
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
を
行
な
っ
た
り
、
空
気
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
た
り
す
る

(20)

（

21) 

こ
と
が
で
き
る
。
事
件
の
解
決
が
な
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
一
九
五
七
年
略
式
手
続
法

(
S
u
m
m
a
r
y
P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
 A
c
t
 1
9
5
7
)

に
従

(22) 

い
、
雇
用
者
を
処
罰
す
べ
く
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
雇
用
者
が
法
人

(
b
o
d
y
c
o
r
p
o
r
a
t
e
)

で
あ
る
場
合
、
四
、

(
N
N
D
)
 
（
約
三
二
万
円
。

-
N
N
D
八
0
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）
以
下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
、

（
約
三
二
、

0
0
0
円
）
以
下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
規
制
は
、
刑

こ
う
し
た
一
九
九
0
年
煙
害
解
放
環
境
法
の
規
制
は
、
刑
務
所

(prison)

の
居
室

(cell)

九
九

に
も
及
ん
で
い
る
。
刑
務
所
長

(
s
u
p
e
r,
 

i
n
t
e
n
d
e
n
t
 o
f
 a
 p
r
i
s
o
n
)

は
、
職
員
と
受
刑
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
刑
務
所
の
居
室
で
の
喫
煙
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
を
書
面
で
作

(24) 

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
ポ
リ
シ
ー
は
、
①
合
理
的
で
実
用
的
で
あ
る
限
り
で
、
刑
務
所
内
で
喫
煙
し
な
い
又
は
喫
煙
し
た

く
な
い
職
員
又
は
受
刑
者
が
刑
務
所
の
居
室
内
で
の
喫
煙
か
ら
生
じ
る
煙
か
ら
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
②
他
の
理
由
で
合
理
的
で

実
用
的
で
な
い
と
言
え
な
け
れ
ば
、
収
容
さ
れ
て
い
る
居
室
内
で
喫
煙
し
た
く
な
い
受
刑
者
を
居
室
内
で
喫
煙
し
た
い
と
考
え
て
い
る
受

(25) 

刑
者
と
同
じ
居
室
に
収
容
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
不
服
申
立
て
の
手
続

(26) 

に
つ
い
て
も
当
該
ポ
リ
シ
ー
で
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
刑
務
所
長
は
、
当
該
ポ
リ
シ
ー
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る

(27) 

合
理
的
で
実
用
的
な
方
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
服
申
立
て
に
よ
る
執
行
官
の
立
入
り
調
査
は
、
刑
務
所
で
あ
っ
て
も
免
れ
る

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

務
所
に
も
及
ぶ
。

雇
用
者
が
法
人
で
な
い
場
合
、
四
O
O
N
N
D

0
0
0
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ド
ル

（
八
三
三
）
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(O}) 
1990 N
o
 108. 

ぼ）
s. 
4
 Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

は）
s. 
5
-
1
3
B
 Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

ぼ）
s. 
5, 
6
 Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

ぼ）
s. 
15 (1), 
16 (1) Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

ほ）
s. 
15 (2) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

ぼ）
s. 
15 (3) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

ぼ）
s. 
15 (4) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

(~
) 
s. 
14 Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

ぼ）
s. 
16 (2)
ー(5)
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

ぼ）
s. 
4
1
A
 (2) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

環）
s. 
4
1
A
 (3) 
(a), 
(c), 
(d) Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

(
N
)
 
1957 N
o
 87. 

（斜）
s. 
16 (6) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

啜）
s. 
17 (1), 
17 A
 (2) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

(~
) 
s. 
6
A
 (1) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

ぼ）
s. 
6
A
 (2) (a) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

（器）
s. 
6
A
 (2) (b) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 

(~
) 
s. 
6
A
 (3) 
Smoke-free E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 A
c
t
 1990. 



行
規
則
九
六
条
が
未
決
拘
禁
者
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
受
刑
者
の
喫
煙
の
可
否
に
関
す
る
判
例
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、

ま
ず
、
最
高
裁
は
、
「
未
決
勾
留
は
、
刑
事
訴
訟
法
に
基
づ
き
、
逃
走
ま
た
は
罪
証
隠
滅
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
被
疑
者
ま
た
は
被

告
人
の
居
住
を
監
獄
内
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
監
獄
内
に
お
い
て
は
、
多
数
の
被
拘
禁
者
を
収
容
し
、
こ
れ
を
集
団
と
し
て

管
理
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
秩
序
を
維
持
し
、
正
常
な
状
態
を
保
持
す
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
被
拘
禁
者
の

身
体
の
自
由
を
拘
束
す
る
だ
け
で
な
く
、
右
の
目
的
に
照
ら
し
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
被
拘
禁
者
の
そ
の
他
の
自
由
に
対
し
、
合
理

的
制
限
を
加
え
る
こ
と
も
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
右
の
制
限
が
必
要
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

は
、
制
限
の
必
要
性
の
程
度
と
制
限
さ
れ
る
基
本
的
人
権
の
内
容
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
具
体
的
制
限
の
態
様
と
の
較
量
の
う
え
に
立
つ

て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
「
監
獄
の
現
在
の
施
設
お
よ
び
管
理
態
勢
の
も
と
に
お
い
て
は
、

喫
煙
に
伴
う
火
気
の
使
用
に
起
因
す
る
火
災
発
生
の
お
そ
れ
が
少
な
く
な
く
、
ま
た
、
喫
煙
の
自
由
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
通
謀
の
お
そ

れ
が
あ
り
、
監
獄
内
の
秩
序
の
維
持
に
も
支
障
を
き
た
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
事
実
に
よ
れ
ば
、
喫
煙
を
許
す
こ
と
に
よ

り
、
罪
証
隠
滅
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
火
災
発
生
の
場
合
に
は
被
拘
禁
者
の
逃
走
が
予
想
さ
れ
、
か
く
て
は
、
直
接
拘
禁
の
本
質
的

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

こ
の
判
決
を
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
お
り

1
0
 

(28) 

最
高
裁
は
、
昭
和
四
五
年
(
-
九
七

0
年
）
、
監
獄
法
施
行
規
則
九
六
条
の
合
憲
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
。
本
判
決
は
、
未
決
拘
禁
者

の
喫
煙
の
可
否
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
監
獄
法
に
お
い
て
は
、
刑
事
被
告
人
を
拘
禁
す
る
拘
置
監
が
「
監
獄
」

（
監
獄
法
一
条
一
項
四
号
）
、
「
在
監
者
ニ
ハ
酒
類
又
ハ
煙
草
ヲ
用
ウ
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
」
と
す
る
監
獄
法
施

三
．
未
決
拘
禁
者
に
関
す
る
我
が
国
の
最
高
裁
判
決

（
八
三
五
）



目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
被
拘
禁
者
の
集
団
内
に
お
け
る
火
災
が
人
道
上
重
大
な
結
果

を
発
生
せ
し
め
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
他
面
、
煙
草
は
生
活
必
需
品
と
ま
で
は
断
じ
が
た
く
、
あ
る
程
度
普
及
率
の
高
い
嗜
好
品

に
す
ぎ
ず
、
喫
煙
の
禁
止
は
、
煙
草
の
愛
好
者
に
対
し
て
は
相
当
の
精
神
的
苦
痛
を
感
ぜ
し
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
人
体
に
直
接
障
害

を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
か
か
る
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
喫
煙
の
自
由
は
、
憲
法
一
三
条
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
一
に
含

ま
れ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
時
、
所
に
お
い
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
拘
禁
の

目
的
と
制
限
さ
れ
る
基
本
的
人
権
の
内
容
、
制
限
の
必
要
性
な
ど
の
関
係
を
総
合
考
察
す
る
と
、
前
記
の
喫
煙
禁
止
と
い
う
程
度
の
自
由

の
制
限
は
、
必
要
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
監
獄
法
施
行
規
則
九
六
条
中
未
決
勾
留
に
よ
り
拘
禁
さ
れ

た
者
に
対
し
喫
煙
を
禁
止
す
る
規
定
が
憲
法
一
三
条
に
違
反
す
る
も
の
と
い
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
、
上
告
を
棄

却
し
、
監
獄
法
施
行
規
則
九
六
条
が
合
憲
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

(29)

応

本
判
決
は
、
第
一
審
判
決
及
び
そ
れ
を
支
持
し
た
控
訴
審
判
‘
ー
が
明
確
に
採
用
し
た
営
造
物
利
用
の
特
別
権
力
関
係
理
論
に
つ
い
て
は
、

何
も
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
未
決
勾
留
中
の
者
の
人
権
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
制
限
の
必
要
性
の
程
度
と
制
限
さ
れ
る
基
本
的
人
権
の

内
容
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
具
体
的
制
限
の
態
様
と
の
比
較
衡
量
の
上
、
必
要
か
つ
合
理
的
で
あ
れ
ば
、
憲
法
に
反
し
な
い
と
し
て
い
る
。

(31) 

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
喫
煙
の
自
由
が
憲
法
一
三
条
で
保
障
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
せ
ず
、
未
決

拘
禁
者
の
喫
煙
の
禁
止
は
必
要
か
つ
合
理
的
な
制
限
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
節
を
変
え
て
、
特
別
権
力
関
係
の
問
題
、
喫
煙
の

自
由
の
憲
法
上
の
位
置
付
け
、
喫
煙
の
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
、
順
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(28)

最
大
判
昭
四
五
年
九
月
一
六
日
民
集
二
四
巻
一

0
号
一
四
―

0
頁
。
な
お
、
宇
野
栄
一
郎
「
本
件
判
解
」
曹
時
二
三
巻
一
号
(
-
九
七
一
）

九
二
頁
以
下
が
あ
る
。

関
法
第
五
六
巻
四
号

1
0
 

（
八
三
六
）



(29)

高
知
地
判
昭
四
0
年
三
月
三
一
日
民
集
二
四
巻
一

0
号
一
四
一
三
頁
参
照
。

(
3
0
)
高
松
高
判
昭
四
0
年
九
月
二
五
日
民
集
二
四
巻
一

0
号
一
四
二
三
頁
参
照
。

(31)

若
狭
勝
「
本
件
判
批
」
研
修
五
七
五
号
(
-
九
九
六
）
七
頁
以
下
、
八
頁
は
、
本
判
決
が
喫
煙
の
自
由
が
憲
法
一
三
条
の
保
障
す
る
基
本
的
人

権
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
め
た
と
す
る
が
、
本
判
決
か
ら
そ
の
よ
う
に
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙
の
可
否

(32) 

第
一
に
、
特
別
権
力
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
伝
統
的
な
特
別
権
力
関
係
理
論
に
よ
れ
ば
、
法
治
主
義
の
原
則
が
排
除
さ
れ
、
法
律

の
根
拠
な
く
し
て
特
別
権
力
関
係
に
服
す
る
者
の
人
権
が
制
約
さ
れ
、
原
則
と
し
て
司
法
審
査
が
及
ば
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
日
本
国
憲
法
の
下
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
説
上
、
特
別
権
力
関
係
に
お
い
て

も
基
本
的
人
権
の
保
障
が
原
則
と
し
て
及
び
、
そ
の
制
限
の
た
め
に
は
、
権
力
関
係
設
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
か
つ
合
理
的
な

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
司
法
審
査
の
対
象
と
な
る
と
し
て
、
大
幅
な
修
正
を
図
る
見
解
が
多
い
。
ま
た
、
端
的
に
特
別
権
力
関
係
を

完
全
に
否
定
す
る
見
解
も
少
な
く
な
い
。
特
別
権
力
関
係
理
論
の
大
幅
な
修
正
を
図
る
見
解
も
、
完
全
に
否
定
す
る
見
解
も
、
程
度
の
差

が
あ
る
も
の
の
、
人
権
の
保
障
を
肯
定
し
、
目
的
と
手
段
に
よ
っ
て
は
人
権
の
制
約
を
認
め
、
司
法
審
査
の
対
象
と
す
る
甚
本
的
な
枠
組

は
共
通
し
て
い
る
。
本
件
判
決
も
特
別
権
力
関
係
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
は
避
け
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
枠
組
に
依
拠
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
個
別
の
問
題
に
お
い
て
、
人
権
の
内
容
や
制
約
の
目
的
と
手
段
を
検
討
す
る
方
が
議
論
の
実
益
に
適
う
と
言
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
第
二
に
、
こ
こ
で
制
約
の
対
象
と
な
る
喫
煙
の
自
由
が
憲
法
上
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
と
し
た

(33) 
い
。
喫
煙
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
、
明
文
が
な
い
た
め
、
憲
法
一
三
条
で
保
障
さ
れ
る
か
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
一
三

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

1
0
三

（
八
三
七
）



策
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

項
に
関
す
る
自
己
決
定
権
は
憲
法
一
三
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

保
障
を
広
く
認
め
る
。

（
八
三
八
）

条
が
明
文
な
き
権
利
•
自
由
を
ど
こ
ま
で
保
障
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
あ
る
。
ま
ず
、
人
格
的
利
益
説
は
、
人
権
の
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
防
止
す
る
観
点
な
ど
か
ら
、
憲
法
一
三
条
に
よ
る
保
障
の
範
囲
を
中
核
的
な
権
利
・
自
由
に
限
定
し
、
髪
型
な
ど
の
周
辺
的
事

一
般
に
、
人
格
的
利
益
説
は
、
喫
煙
の
自
由
を
憲
法
一
三
条
が
保
障
す
る
憲
法
上
の
権
利
と
は
認
め
な
い
の
に
対

一
般
的
自
由
説
は
、
喫
煙
の
自
由
を
憲
法
一
三
条
が
保
障
す
る
憲
法
上
の
権
利
と
す
る
。
本
判
決
は
、
「
喫
煙
の
自
由
は
、
憲
法
一

三
条
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
一
に
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
時
、
所
に
お
い
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な

い
」
と
述
べ
、
絶
対
的
・
普
遍
的
な
保
障
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
と
ど
ま
り
、
旗
色
を
鮮
明
に
し
て
い
な
い
。
刑
事
施

設
被
収
容
者
の
権
利
・
自
由
が
た
や
す
く
侵
害
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
憲
法
上
の
権
利
・
自
由
を
厳
格
に
と
ら
え
る
こ
と
が
得

一
般
的
自
由
説
を
採
り
、
権
利
・
自
由
の
内
容
、
目
的
、
手
段
、
個
別
の
状
況
を
梢
酌
し
て
権

利
•
自
由
の
制
約
が
妥
当
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
喫
煙
の
自
由
が
憲
法
上
の
権
利
・
自
由
と
し
て
一
応
保

障
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

確
か
に
、
本
件
が
争
わ
れ
た
昭
和
四
0
年
(
-
九
六
五
年
）
か
ら
昭
和
四
五
年
(
-
九
七

0
年
）
に
は
、
成
人
男
性
の
喫
煙
者
率
が
八

(34) 

0
％
前
後
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
た
ば
こ
と
健
康
被
害
の
科
学
的
な
因
果
関
係
に
つ
い
て
も
、
争
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

そ
れ
か
ら
二

0
年
ほ
ど
経
っ
て
も
大
き
く
変
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
非
喫
煙
者
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
提
訴
し
て
話
題
と
な
っ
た
、
昭
和
六

(35) 

の
い
わ
ゆ
る
嫌
煙
権
訴
訟
判
決
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
京
地
裁
は
、
「
た
ば
こ
の
煙
に
曝

二
年
(
-
九
八
七
年
）

露
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
…
…
特
定
の
疾
病
に
患
る
可
能
性
が
増
大
す
る
等
能
動
喫
煙
の
影
響
に
類
す
る
作
用
が
非
喫
煙
者
に
及
ぶ
危
険

が
あ
る
こ
と
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
煙
の
濃
度
や
こ
れ
に
曝
露
さ
れ
る
頻
度
等
と
の
関
連
に
お
い
て
、
ど
の
よ

し、

関
法
第
五
六
巻
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そ
こ
で
、
第
三
に
、
被
収
容
者
に
対
す
る
喫
煙
の
制
限
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
制
限
の
目
的
と
手
段
が
問
題
と
な
る
。
本
判
決
は
、

か
ど
う
か
は
問
題
と
な
る
。

る
こ
と
は
、

し
か
し
、
た
ば
こ
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。
健
康
増
進
法
が
制
定
さ
れ
、
公
共
の
場
所
で
の
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
努

力
義
務
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠
組
条
約
は
、
「
た
ば
こ
の
消
費
及
び
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
が
死
亡
、
疾
病
及
び
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
科
学
的
証
拠
に
よ
り
明
白
に
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
並
び
に
た
ば
こ
製
品

の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
及
び
た
ば
こ
製
品
を
他
の
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
と
た
ば
こ
に
関
連
す
る
発
病
と
の
間
に
時
間
的
な
隔
た

（
同
条
約
前
文
）
、
た
ば
こ
の
害
を
過
小
評
価
し
よ
う
と
い
う
企
て
か
ら
な
さ
れ
る
不
毛
な
議
論
を
否
定

し
、
能
動
喫
煙
や
受
動
喫
煙
に
よ
り
、
重
大
な
健
康
被
害
が
生
じ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
近
時
、

成
人
男
性
の
喫
煙
者
率
も
、
五

0
％
を
下
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
た
ば
こ
が
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
物
と
し
て
科
学
的
に
立

証
さ
れ
、
社
会
的
に
も
認
識
さ
れ
た
以
上
、
喫
煙
が
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
喫
煙
者
の
精
神
的
苦
痛
を
問
題
視
し
、
喫
煙
の
自
由
に
憲

(37) 

法
上
の
保
障
を
厚
く
及
ぼ
し
て
い
こ
う
と
す
る
言
説
は
採
り
え
な
い
。
今
日
に
至
っ
て
は
、
喫
煙
の
自
由
を
憲
法
上
の
権
利
•
自
由
と
す

り
が
あ
る
こ
と
」
を
明
確
に
し

で
あ
る
。

う
な
受
動
喫
煙
が
そ
の
危
険
を
伴
う
の
か
に
つ
い
て
の
的
確
な
判
断
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
証
拠
資
料
は
存
在
し
な
い
か
ら
…
…
一
過
性

の
害
に
止
ま
ら
な
い
障
害
を
蒙
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
、
「
非
喫
煙
者
で
あ
る
乗
客
が
…
…
た

ば
こ
の
煙
に
曝
露
さ
れ
て
刺
激
又
は
不
快
感
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
害
は
、
受
忍
限
度
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
ホ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
「
た
ば
こ
の
煙
ぐ
ら
い
で
」
と
い
う
感
覚
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の

一
般
的
自
由
説
か
ら
も
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
も
、
喫
煙
の
制
限
が
妥
当

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙
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れ
る
。

（
八
四

O
)

①
火
災
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
命
・
身
体
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
逃
走
を
防
止
す
る
た
め
、
②
通
謀
を
阻
止
す
る
こ
と

に
よ
り
、
罪
証
隠
滅
を
防
止
す
る
た
め
、
③
所
内
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
と
い
っ
た
制
限
の
目
的
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、

(38) 

学
説
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
④
た
ば
こ
に
害
が
あ
り
、
被
収
容
者
自
身
の
健
康
被
害
を
避
け
る
た
め
、
⑤
非
喫
煙
者
が
喫

(39) 

煙
者
の
出
す
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
（
受
動
喫
煙
）
を
防
止
す
る
た
め
、
所
内
の
空
気
の
清
浄
を
保
つ
た
め
、
⑥
自
弁
が
困
難
な
者
も

(40) 

多
く
、
も
し
官
給
す
る
と
な
れ
ば
、
財
政
上
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
財
政
負
担
を
増
大
さ
せ
な
い
た
め
な
ど
の
目
的
が
指
摘
さ
れ

こ
れ
に
対
し
、
学
説
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
が
そ
れ
自
体
不
当
で
あ
る
と
し
た
り
、
こ
れ
ら
の
目
的
が
正
当
で
あ
る
と
し
て
も
、

一
律
に
禁
止
す
る
と
い
う
手
段
が
不
適
切
で
あ
る
と
し
た
り
し
て
き
た
。
ま
た
、
逆
に
、
喫
煙
を
認
め
る
実
益
が
あ
る
こ
と
も
主
張
し
て

き
た
。
以
下
、
順
に
そ
の
当
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
①
火
災
発
生
の
防
止
と
い
う
目
的
は
ど
う
か
。
確
か
に
、
本
件
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
高
知
刑
務
所
は
、
当
時
、
木
造
建
築

(41) 

で
あ
り
、
火
災
発
生
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
喫
煙
場
所
の
制
限
な
ど
で
達
成
す
る
こ

(42) 

と
が
で
き
る
と
す
る
意
見
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。
木
造
建
築
の
刑
事
施
設
が
姿
を
消
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
意
見
の
説
得
力
は
増
し

(43) 

て
き
た
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
現
在
で
も
、
通
常
の
刑
事
施
設
に
お
い
て
は
、
火
災
発
生
時
の
避
難
口
な
ど
が
な
い
た
め
、
建
築
関

連
法
規
の
規
制
に
よ
り
、
建
物
内
で
の
火
気
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
被
収
容
者
が
起
臥
す
る
居
室
や
刑
務
作
業
を
行
な
う
工
場
で
の
喫

(44) 

煙
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
火
災
発
生
の
防
止
だ
け
を
考
え
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
屋
外
で
の
喫
煙
を
認
め
た
り
、
建
築
関
連
法
規

の
要
請
を
満
た
し
た
建
物
に
空
気
清
浄
機
を
備
え
た
喫
煙
室
を
新
築
し
て
そ
の
内
部
で
喫
煙
す
る
こ
と
を
認
め
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら

て
き
た
。

関
法
第
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0
七

次
に
、
②
通
謀
の
阻
止
と
い
う
目
的
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
喫
煙
中
の
会
話
を
禁
止
し
た
り
、
監
視
を
強
め
た
り
す
る
な

(45) 

ど
の
方
法
に
よ
り
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
共
犯
者
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
共

犯
者
と
は
別
個
の
時
間
帯
に
喫
煙
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
警
察
留
置
場
に
は
監
獄
法
施
行
規
則
九
六
条
の
適
用
が
な

(46) 

か
っ
た
た
め
、
喫
煙
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
通
謀
の
阻
止
を
理
由
に
喫
煙
を
一
律
に
禁
止
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。

③
所
内
秩
序
の
維
持
と
い
う
目
的
は
ど
う
か
。
喫
煙
を
許
可
す
れ
ば
、
た
ば
こ
、

マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
窃
取
、
喝
取
、
賭
博
、

(47) 

交
換
、
さ
ら
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
悪
用
と
い
っ
た
規
律
違
反
が
多
数
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
所
持
金
が
な
く
、
自
弁

で
き
な
い
者
と
自
弁
で
き
る
者
と
の
間
で
こ
の
よ
う
な
違
反
行
為
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
い

喫
煙
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
皆
無
と
は
言
え
な
か
っ
た
喫
煙
を
は
じ
め
と
す
る
た
ば
こ
に
関
す
る
規
律
違
反
が
む
し
ろ
減
少
す

る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
理
は
、
違
反
の
存
在
す
る
状
態
を
追
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
是
認
で
き
な
い
。
ま

(49) 

た
、
閲
被
収
容
者
に
対
す
る
賞
遇
と
し
て
所
内
秩
序
の
維
持
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
、
権
利
と
し
て
認

め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
恩
典
と
し
て
で
は
な
く
、
全
て
の
被
収
容
者
に
平
等
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
む

し
ろ
、
所
内
秩
序
の
維
持
だ
け
を
考
え
る
な
ら
ば
、
い
職
員
が
た
ば
こ
な
ど
の
管
理
を
行
な
い
、
喫
煙
室
で
個
々
に
時
間
を
定
め
て
職

(50) 

員
の
立
会
い
の
下
で
喫
煙
を
さ
せ
れ
ば
、
問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
除
去
し
う
る
と
の
主
張
が
説
得
的
で
あ
る
。
①
で
検
討
し
た
屋
外
で
の
喫

煙
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
監
視
等
が
行
な
い
難
く
、
妥
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
の
判
示
す
る
三
つ
の
目
的
か
ら
は
、
喫
煙
を
一
律
に
禁
止
す
る
と
い
う
手
段
が
必
要
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
は

(51)

（

52) 

言
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
諸
外
国
の
立
法
例
を
参
考
に
、
場
所
や
時
間
を
限
定
し
て
喫
煙
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
多
い
。

そ
れ
で
は
、
④
能
動
喫
煙
に
よ
る
被
収
容
者
の
健
康
被
害
を
防
止
す
る
目
的
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
被
収
容
者
の
自
己
決

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙
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最
後
に
、
⑥
財
政
負
担
増
大
の
回
避
と
い
う
目
的
は
ど
う
か
。
ま
ず
、
受
刑
者
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
に
対
し
て

(58) 

は
、
官
給
の
場
合
、
受
刑
者
用
の
安
価
な
製
品
を
使
用
す
る
と
い
う
手
段
が
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
刑
事
司
法

(59) 

運
営
に
要
す
る
費
用
は
決
し
て
小
さ
な
額
で
は
な
い
。
そ
の
費
用
を
費
用
支
払
命
令
に
よ
り
受
刑
者
か
ら
徴
収
す
る
と
し
て
も
、
全
額
を

(60) 

支
払
わ
せ
る
こ
と
は
、
受
刑
者
の
経
済
状
態
を
考
え
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

喫
煙
の
た
め
に
、
さ
ら
に
財
政
支
出
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
も
、
①
、
③
、
⑤
で
検
討
し
た
よ
う

よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
八
四
二
）

(53) 

定
の
問
題
で
あ
り
、
過
剰
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
典
型
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
。
確
か
に
、
従
来
、
「
吸
い
た
い
者
が
吸
う
の
は
勝
手
」

と
の
認
識
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
被
収
容
者
、
特
に
受
刑
者
が
不
規
則
な
生
活
や
貧
し
い
栄
養
状
態
の
た
め
に
、
健
康
を
害
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
た
ば
こ
に
よ
り
被
収
容
者
の
健
康
を
累
積
的
に
蝕
む
こ
と
を
自
己
決
定
の
範
疇
に
属
す
る
と
言

(54) 

い
切
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
そ
も
そ
も
、

一
方
で
、
被
収
容
者
の
健
康
を
守
る
た
め
、
医
療
の
充
実
を
訴
え
つ
つ
、
他
方
で
、
被
収

(55) 

容
者
の
健
康
を
害
す
る
喫
煙
を
容
認
す
る
こ
と
は
、
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

続
い
て
、
⑤
受
動
喫
煙
の
防
止
と
い
う
目
的
は
ど
う
か
。
か
つ
て
は
、
こ
の
目
的
に
つ
い
て
、
「
ま
ず
問
題
に
な
ら
な
い
」
な
ど
と
さ

(56) 

れ
て
き
た
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
日
、
こ
の
目
的
は
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
被
収
容
者
の
受
動
喫
煙
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
受
動
喫
煙
の
問
題
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。
我

(57) 

が
国
に
お
い
て
も
、
被
収
容
者
と
職
員
双
方
の
受
動
喫
煙
が
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
③
で
検
討
し

た
喫
煙
室
で
の
職
員
の
立
会
い
は
大
き
な
問
題
を
惹
起
す
る
。
立
会
い
業
務
を
行
な
う
職
員
に
受
動
喫
煙
の
害
が
及
ぶ
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
職
員
が
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
喫
煙
室
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
ガ
ラ
ス
越
し
に
監
視
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る

関
法
第
五
六
巻
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に
、
空
気
清
浄
機
を
備
え
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
喫
煙
室
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
か
な
り
の
費
用
を
要
す
る
。
加
え
て
、
た
ば
こ

に
よ
る
健
康
被
害
に
対
し
て
、
医
療
費
な
ど
が
か
か
り
、
こ
の
点
で
も
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
財
政
支
出
を
行
な

う
と
し
て
も
、
た
ば
こ
は
受
刑
者
の
日
々
の
生
活
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
優
先
順
位
が
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
む

し
ろ
、
た
ば
こ
よ
り
も
、
医
療
、
保
健
衛
生
、
糧
食
、
衣
類
な
ど
の
充
実
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
優
先
劣
後
は
、
本

(61) 

判
決
の
当
時
も
、
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
受
刑
者
に
つ
い
て
は
、
財
政
負
担
の
増
大
を
回
避
す
る
た
め
、
喫
煙

を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
未
決
拘
禁
者
に
つ
い
て
も
、
た
ば
こ
の
害
を
考
え
れ
ば
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
喫
煙
室
を
設
け
る
ま
で
の
必
要
性

こ
の
よ
う
に
、
刑
事
施
設
内
で
の
喫
煙
は
、
未
決
拘
禁
者
で
あ
っ
て
も
、
受
刑
者
で
あ
っ
て
も
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
受
刑
者
の
刑
事
施
設
外
で
の
喫
煙
は
ど
う
か
。
例
え
ば
、
外
部
通
勤
作
業
（
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る

(62) 

法
律
七
五
条
）
を
行
な
う
受
刑
者
の
場
合
は
、
喫
煙
を
認
め
て
も
構
わ
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
受
刑
者
に
つ
い
て
は
、
健

(63) 

康
を
守
り
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
を
図
る
観
点
か
ら
、
刑
事
施
設
外
で
あ
っ
て
も
、
喫
煙
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
な

ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
自
己
及
び
他
者
の
健
康
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
受
刑
者
が
喫
煙
を
や
め
、
自
ら
の
身
体
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
、
自
尊
心
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
に
役
立
ち
う
る
。
第
三
に
、
喫
煙
と
い
う
身
近
な
問

題
を
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ

(role p
l
a
y
)
 
や

S
S
T

材
と
す
る
こ
と
で
、
意
思
決
定
、
目
標
設
定
、

（
社
会
的
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

S
o
c
i
a
l
Skills T
r
a
i
n
i
n
g
)

な
ど
の
処
遇
技
法
の
素

ス
ト
レ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

ル
な
ど
の
日
常
生
活
で
生
じ
る
問
題
を
よ
り
よ
く
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
、
ラ
イ
フ
・
ス
キ
ル

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

1
0
九

(life 
skill) 

や
社
会
的
ス
キ
ル
を
向

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ

上
さ
せ
、
社
会
内
で
の
問
題
解
決
方
法
を
習
得
さ
せ
や
す
く
な
る
。
第
四
に
、
受
刑
者
が
喫
煙
の
他
害
性
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
他
者
を

（
八
四
三
）



き
で
あ
っ
て
、
喫
煙
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

一
七
条
二
項
は
、
た
ば
こ
を
取
り
巻
く
状

（
八
四
四
）

思
い
や
り
、
大
切
に
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
ら
の
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
尊
心
を
回
復
す
る
こ
と

と
あ
い
ま
っ
て
、
い
っ
そ
う
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
他
害
行
為
を
行
な
っ
た
受
刑
者
が
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
を
果

た
す
た
め
に
は
、
自
己
の
行
為
か
ら
惹
起
さ
れ
る
結
果
を
認
識
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
喫
煙
と
い
う
受
刑
者
に
と
っ
て
何
気
な

い
行
為
に
よ
っ
て
、
他
者
に
害
が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
は
、
自
己
の
行
為
に
よ
り
、
他
者
を
侵
害
せ
ず
、
迷
惑
を
か
け

な
い
こ
と
を
心
掛
け
る
よ
う
、
受
刑
者
に
働
き
か
け
る
―
つ
の
材
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
に
、
社
会
内
で
あ
れ

ば
、
た
ば
こ
を
容
易
に
入
手
し
や
す
く
、
周
囲
か
ら
の
誘
惑
も
多
い
た
め
に
、
禁
煙
が
実
現
し
難
い
。
し
か
し
、
刑
務
所
収
容
中
、
禁
煙

が
強
制
さ
れ
れ
ば
、
禁
煙
を
志
す
多
く
の
喫
煙
者
が
挫
折
す
る
段
階
を
必
ず
達
成
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
受
刑
者
が
喫
煙
習
慣
を
や
め
る

た
め
に
大
い
に
役
立
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
受
刑
者
に
は
、
健
康
を
守
り
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
、
禁
煙
指
導
を
行
な
う
べ

以
上
の
よ
う
に
、
喫
煙
の
自
由
は
、
た
ば
こ
が
喫
煙
者
及
び
周
囲
の
者
に
健
康
に
害
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
憲
法
上
の
権
利
・
自
由
と

言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
刑
事
施
設
内
で
の
喫
煙
は
、
能
動
喫
煙
及
び
受
動
喫
煙
を
防
止
し
、
財
政
負
担
の
増
大
を
回
避
す
る

た
め
に
、
未
決
拘
禁
者
で
あ
っ
て
も
、
受
刑
者
で
あ
っ
て
も
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
健
康
を
守
り
、
改
善
•
更
生
・
社

会
復
帰
を
図
る
た
め
、
外
部
通
勤
作
業
を
行
な
う
受
刑
者
に
も
喫
煙
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
七
年
法
律
五

0
号）

況
の
変
化
を
織
り
込
ん
で
い
な
い
、
時
代
に
適
合
し
な
い
規
定
で
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
改
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
嗜
好
品

か
ら
た
ば
こ
が
除
か
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
「
受
刑
者
に
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
必
要
に
応
じ
、
…
…
嗜
好
品
（
酒
類
及
び
た
ば
こ
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
改
め
、

関
法
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す
る
。

受
刑
者
の
喫
煙
を
禁
止
す
る
べ
き
で
あ
る
。
喫
煙
の
自
由
が
憲
法
上
の
権
利
・
自
由
で
な
く
と
も
、
権
利
・
自
由
の
制
約
を
行
な
う
場
合

に
は
、
法
律
で
規
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
施
行
規
則
で
は
な
く
、
法
律
で
明
文
を
も
っ
て
規
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
法
改
正
は
、
「
受
刑
者
の
健
康
を
保
持
す
る
」

の
に
役
立
ち
、
た
ば
こ
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
「
国
民
生
活
の
実
情
等
を
勘
案
し
、
受
刑
者
と
し
て
地
位
に
照
ら
し
て
、
適
正
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
っ
て
、
同
法
二

0
条
の
規

定
と
も
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
改
善
指
導
に
お
け
る
薬
物
依
存
へ
の
配
慮
を
求
め
る
同
法
八
二
条
二
項
一
号
の
規
定
と
も
一
貰

一
部
の
施
設
を
除
い
て
、
平
成
一
七
年
（
二

0
0
五
年
）
四
月
か
ら
、
刑
務
作
業
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
的
処
遇
の
充
実

(64) 

が
目
指
さ
れ
て
お
り
、
刑
務
所
に
お
い
て
、
禁
煙
指
導
を
実
施
す
る
時
間
も
確
保
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
務
所

に
お
い
て
も
、
少
年
院
と
同
様
、
健
康
教
育
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
の
た
め
の
教
育
と
し
て
禁
煙
指
導
を
行
な

う
べ
き
で
あ
る
。

(
3
2
)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
佐
藤
幸
治
『
憲
法
〔
第
三
版
〕
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
五
）
四
二
九
ー
四
三
二
頁
参
照
。

(
3
3
)
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
佐
藤
•
前
掲
注
(
3
2
)
四
四
六
ー
四
四
九
頁
参
照
。

(34)

日

本

た

ば

こ

産

業

の

調

査

に

よ

る

。

・

(
3
5
)
東
京
地
判
昭
六
二
年
三
月
二
七
日
判
時
―
二
二
六
号
三
三
頁
。
訴
訟
の
位
置
付
け
、
そ
の
後
の
状
況
、
受
忍
限
度
論
に
つ
い
て
の
理
解
に
つ
い

て
は
、
慎
鍋
佳
奈
「
日
本
の
嫌
煙
権
訴
訟
」
棚
瀬
孝
雄
編
『
た
ば
こ
訴
訟
の
法
社
会
学
|
|
t
現
代
の
法
と
裁
判
の
解
説
に
向
け
て
ー
ー
』
（
世
界

思
想
社
、
二

0
0
0
)
八
五
頁
以
下
参
照
。

(
3
6
)詳
し
く
は
、
拙
稿
•
前
掲
注

(
6
)一
五
五
ー
一
五
七
頁
。

(37)

戸
松
秀
典
「
本
件
判
批
」
法
学
協
会
雑
誌
八
九
巻
―
二
号
(
-
九
七
二
）
一
五
四
頁
以
下
、
一
六
一
頁
。

(
3
8
)
小
野
清
一
郎
ほ
か
『
ポ
ケ
ッ
ト
註
釈
全
書
改
訂
監
獄
法
」
（
有
斐
閣
、
一
九
七

0
)
二
九
七
頁
参
照
。

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

（
八
四
五
）



(
3
9
)
橋
本
公
旦
「
在
監
者
の
人
権
」
刑
政
六
二
巻
六
号
(
-
九
六
五
）
―
二
頁
以
下
、
一
九
頁
。

(40)

金
沢
奈
賀
子
「
自
由
刑
受
刑
者
の
人
権
保
障
と
そ
の
限
界
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
五
号
(
-
九
六
四
）
一
頁
以
下
、
三
四
頁
。

(
4
1
)金
沢
•
前
掲
注
(
4
0
)
三
四
頁
、
馬
場
「
喫
煙
の
禁
止
に
つ
い
て
」
刑
政
七
六
巻
八
号
(
-
九
六
五
）
九
五
頁
以
下
、
九
五
頁
。

(42)

平
野
龍
一
『
矯
正
保
護
法
』
（
有
斐
閣
、
一
九
六
三
）
八
六
頁
、
刑
事
立
法
研
究
会
編
『
入
門
・
監
獄
改
革
b
e
y
o
n
d
t
h
e
 p
r
i
s
o
n
』
（
日
本
評

論
社
、
一
九
九
六
）
三
五
頁
[
新
村
繁
文

r
菊
田
「
本
件
判
批
」
法
律
論
叢
四
八
巻
二
号
二
九
七
五
)
ニ
ニ
ニ
只
以
下
、
二
三
ユ
|
-
三
六

頁
、
同
•
前
掲
注
(
5
)―
四
七
頁
。

(43)

森
下
忠
「
本
件
判
批
」
民
商
法
雑
誌
六
五
巻
二
号
(
-
九
七
一
）
―
二
四
頁
以
下
、
一
三
五
頁
参
照
。

(
4
4
)
鴨
下
•
前
掲
注(
5
)二
九
三
頁
。

(
4
5
)
菊
田
•
前
掲
注(
4
2
）
ニ
―
-
六
ー
一
三
七
頁
、
同
•
前
掲
注(5
)―
四
七
ー
一
四
八
頁
。

(
4
6
)
東
京
地
判
昭
四
九
年
八
月
二
六
日
判
時
七
七

0
号
六
九
頁
。

(
4
7
)
森
下
•
前
掲
注(
4
3
)
三
―
四
頁
。

(
4
8
)
平
野
•
前
掲
注(
4
2
)
八
六
頁
、
刑
事
立
法
研
究
会
編
・
前
掲
注
(
4
2
)
三
五
頁
。

(
4
9
)
小
野
ほ
か
•
前
掲
注
(
3
8
)
二
九
七
ー
ニ
九
八
頁
参
照
。

(
5
0
)
菊
田
・
前
掲
注(
4
2
)
一
三
七
ー
一
三
八
頁
、
同
•
前
掲
注
(
5
)―
四
八
頁
。

(51)

朝
倉
京
一
「
最
近
に
お
け
る
矯
正
立
法
の
考
察
」
法
務
研
究
報
告
書
四
三
集
四
号
(
-
九
五
五
）
六
一
頁
‘
―

1
0|
-
―
二
頁
、
一
八
一
ー

一
八
二
頁
、
小
野
ほ
か
•
前
掲
注
(
3
8
)
二
九
八
頁
、
森
下
•
前
掲
注
(
4
3
)
三
一
0
頁
、
宮
澤
浩
一
「
受
刑
者
の
人
権
」
人
権
通
信
三
三
号
(
-
九

七
一
）
二
頁
以
下
、
九
頁
[
『
刑
事
政
策
の
源
流
と
潮
流
』
八
三
頁
以
下
所
収
ヽ
九
O
|
九
二
只

r
菊
田
．
前
掲
注
（
42
二
三
八
1

；四
O
頁
o

(
5
2
)
木
村
亀
二
「
新
憲
法
と
刑
事
法
』
（
法
文
社
、
一
九
五
0
)
―
二
二
頁
、
宮
澤
•
前
掲
注
(
5
1
)
九
頁
[
『
源
流
と
潮
流
」
九
O
ー
九
二
貝r
和

田
秀
夫
「
本
件
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
一
号
(
-
九
七
九
）
五
八
頁
以
下
、
五
九
頁
、
高
田
敏
「
本
件
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
―
二
二
号

（
一
九
九
三
）
四
二
頁
以
下
、
四
三
頁
、
藤
馬
龍
太
郎
「
本
件
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
―

1
0
号
(
-
九
九
四
）
三
四
頁
以
下
、
三
五
頁
、
島

田
茂
「
本
件
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
0
号
(
-
九
九
九
）
四
二
頁
以
下
、
四
三
頁
、
藤
井
樹
也
「
本
件
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
四

号
（
二

0
0
0
)
三
六
頁
以
下
、
三
七
頁
。
一
方
、
本
判
決
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
「
本
件
判
批
」
時
の
法
令
七
四
四
号
(
-
九
七
一
）
五

三
頁
以
下
が
あ
る
。

関
法
第
五
六
巻
四
号

（
八
四
六
）
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(53)

刑
事
立
法
研
究
会
編
・
前
掲
注
(
4
2
)
三
六
頁
。

(
5
4
)
森
下
•
前
掲
注
(
4
3
)
一
三
六
頁
も
、
「
た
ば
こ
の
害
と
い
う
こ
と
が
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
喫
煙
の
自
由
を
保
障
す
べ
き
根
拠
は
、
そ

れ
だ
け
弱
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
と
し
て
い
た
。

(55)

刑
事
立
法
研
究
会
編
・
前
掲
注
(
4
2
)
三
四
ー
三
八
頁
。

(
5
6
)
森
下
•
前
掲
注
(
4
3
)
一
三
五
頁
。

(
5
7
)
①
で
検
討
し
た
屋
外
で
の
喫
煙
は
、
近
隣
の
住
宅
な
ど
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、
近
隣
住
民
な
ど
の
受
動
喫
煙
の
害
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
こ
の
点
で
も
妥
当
で
な
い
。

(58)

刑
事
立
法
研
究
会
編
・
前
掲
注
(
4
2
)
三
五
頁
。

(59)

拙
稿
「
刑
事
制
裁
と
し
て
の
費
用
支
払
命
令
」
関
大
法
学
論
集
五
五
巻
六
号
（
二

0
0
六
）
六
二
頁
以
下
、
七
七
ー
七
八
頁
。

(
6
0
)
拙
稿
•
前
掲
注(
5
9）八
―
|
八
三
頁
。

(
6
1
)
金
沢
•
前
掲
注
(
4
0
)
三
四
頁
。

(
6
2
)金
沢
•
前
掲
注
(
4
0
)
三
四
ー
三
五
頁
、
森
下
•
前
掲
注
(
4
3
）
一
三
四
頁
、
法
務
省
矯
正
研
究
所
『
研
修
教
材
行
刑
法

会
、
一
九
九
八
）
―
二
七
頁
参
照
。

(
6
3
)
拙
稿
•
前
掲
注
(
6
)
一
七
一
頁
。

(
6
4
)
富
山
聡
「
行
刑
改
革
の
進
展
ー
—
法
改
正
を
待
た
ず
に
実
施
し
た
改
革
に
つ
い
て
—
|
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
八
巻
八
号

以
下
、
三
五
頁
。

本
稿
脱
稿
後
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
八
年
法
律
五
八
号
）
が
成
立
し
、
法
律
の

名
称
が
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
既
存
の
条
文
の
多
く
が
繰
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
も
、
文
中
で
指
摘
し
た
条
文
の
文
言
の
重
要
部
分
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

刑
事
施
設
被
収
容
者
の
喫
煙

~ 
（
八
四
七
）

改
訂
版
』

（
矯
正
協

（二

0
0
五
）
三
三
頁


